
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 22 年 4 月 9 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要 
 平成17年度：初年度は2課題に取り組んだ。①プレパレーションの概念化のためにプレパレィションの

バイブルと言われている英国政府への答申書「The Welfare of Children in Hospital：1959年,通称Platt 

Report」を日本語訳し勉強会をした。また,英国よりパメラ・バーンズ氏と後藤眞千子氏（在マンチェスタ

ー）を招き,公開セミナーを開催した。平成18年度：これまでの知見を基に教材作成（パワーポイント）

を行った。この教材を6施設の看護師へ講演し,微修正を加えた。次に教材の効果判定のため,看護学生へ調

査（看護大学3校と専門学校3校：計６校）,および医学部5年生へ調査を行う準備を行った。さら欧州視察

として3月に12日間,5人でストックホルム2病院,英国3病院,計5病院を訪問した。平成19年度：看護学生へ

授業前,授業後,実習後の3回,医学5年生へ授業前と実習後の２回,プレパレィションの意識の変化を調査した。

また全国調査の項目の検討を行った。平成20年度：全国調査を実施した。また看護学生と医学５年生への

調査を継続した。さらに１回の講演が看護師にどのような変化をもたらすかを調査した。 

 なお,前回の科研費でおこなった調査報告が,平成17年11月18日に日本看護科学学会第四回学術論文優勝

賞を授与された。加えて,最近,小児看護学領域の教科書には必ずプレパレィションに関する項目立てがされ

るようになった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 4,500,000 0 4,500,000 
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１．研究開始当初の背景          
 プレパレィションの考え方は徐々に広ま
ってきたが認知度はまだかなり低く,実践さ

れる率も低い状況であった。また,間違えて

実践されることも少なくなく,混乱が始まっ

ていた。例えば,子どもに断れば,馬乗り固定

をしてもよい等である。 

 この状況を変えるには,第一に一つ一つの

医療行為に置けるプレパレィションモデル

を開発することと,看護基礎教育から教授す

る必要性を感じ教材開発に取り組んだ。 

 
２．研究の目的              
 我々は平成9年からこの研究に着手してき
たが,現場の看護師から,具体的な方法の提示

を求められることが多かった。この4年間で

日常的に行われるケアの場面（採血・点滴,

手術や心臓カテーテル,MRI/CT/アイソトー

プ検査,医療処置を受けた後のストレス緩

和・解消）のモデル作成と教材を作成（ビデ

オ作成）することを目的とする。 
 
３．研究の方法 

平成17年度：初年度の英国政府への答申書

「The Welfare of Children in Hospital：
1959年,通称Platt Report」の日本語訳は担当
者を決め,主に大阪に集まって定期的に勉強
会をした。研修会は神戸市看護大学共催で二

日間開催された。平成18年度：教材作成（パ

ワーポイント）は札医大が試案作成し,全員で
検討した。その試案を6施設の看護師へ講演
し微修正した。次に北海道地区の看護学校6
か所（看護大学3校と専門学校3校）の協力を
得て効果を検証した。さらに医師への普及も

重要であることに気づき医学部5年生のポリ

クリで実証的に調査する準備を行った。また

欧州視察では3月に12日間,5人でストックホ

ルム2病院,英国3病院,計5病院を訪問した。

平成19年度：看護学生へ授業前,授業後,実習
後の3回,医学5年生へ授業前と実習後の２回,
プレパレィションの授業効果を調査した。ま

た次年度にプレパレイションの浸透度を全

国調査する項目の検討開始した。平成20年

度：全国調査実施：病院要覧から小児病棟が

ある病院を拾い出し,アンケート見本と承諾

返信葉書を同封した。調査の承諾を得た病院

へ医師と看護師に関する調査を行った。保護

者は２つの患者会と保育園の協力でおこな

った。 
 

４．研究成果              

(1) Platt Report の監訳：出版元の了解を得

て,全国の看護大学の図書館へ配布予定 

(2) 研修会：講師は３名（①英国のパメラ・バ

ーンズ氏：プレパレーションに関する第一人者,

②後藤真千子氏：日本人では第一号のプレイ・

スペシャリスト,③蝦名美智子：札幌医科大学保

健医療学部）200 名の定員に対し 400 名の応募

があった。月刊誌：小児看護にも掲載され,プレ

パレィションの普及に貢献できた。 

(3) 教材開発：この２・３年で発刊された小児

看護学の教科書にプレパレィションは必須の項

目立てとして組み込まれるようになった。 

(4) 処置毎のプレパレイション・モデル：子ど

もの個性や年齢,また病院によって使えるツー

ルが異なるため,一つのモデルに作りにくい状

況がわかった。今後,実践例を収集し,別の報告

をつくる必要がわかった。 

(5) 欧州の研修：第 18 回日本小児看護学会で特

別セッションを行った。最近,病棟保育士,child  

life specialist,hospital play specialist な

どが出現し,看護師の役割と協働に混乱があっ

たが,それを整理できた。 

(6)キワニスドールの使用方法の開発 

 キワニスドールとは、長さ 50 ㎝の人の形を手

作り人形で、裏表共に白地になっていて子ども

が自由に顔や服装を色塗りできる。語彙が少な

い幼児との意思疎通に重要なツールで「このＡ

ちゃんはどうしたら痛くなかったの」と訊くと、

人形で「こうすればよかったの」と教えてくれ

るものである。キワニスクラブの協力を得て、

教育方法の一環として使用方法を開発した。今

後ネット上で公開したく思っている。 

(7) 看護学生と医学生調査：授業では効果が大

きかったものの,実習において現場の看護師か

らプレパレィション・マインドに逆行する説明

を受けると,学生はあっさりとプレパレイショ

ン・マインドを手放すことがわかった。やはり,

現場の取り組みが重要とわかった。 

(8) 全国調査：医師や看護師には,プレパレーシ

ョンの考え方は普及してきたがまだ低く（看護

師 25.3％,医師 11.8％）,項目によって実践率が

非常に低い状況であった。また,プレパレィショ

ンは,子どもが病院に入って出てくるまでの間

に継続的に医療従事者から受ける「心の安心」

対策であり,入院することの説明,痛みがない処

置も説明,退院の説明などがある。しかし,点滴,

採血,手術が中心であり,「点」で実践され,全体

的な流れになっていないことがわかった。これ

からの小児医療における大きな課題であること

がわかった。 

(9) 日本看護科学学会第 4 回学術論文賞：平成
17年 11 月 18日,論文テーマ：検査・処置を受
ける子どもへの説明と納得」に関するケアモデ

ルの実践と評価（その２）—子どもの力を引き
出す関わりと具体的な看護の技術についてー 
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５．主な発表論文等             

（研究代表者,研究分担者及び連携研究者に

は下線）   

〔雑誌論文〕(計 13 件) 

(1) 佐藤加奈,蝦名美智子：大学生が語る幼児

期の注射の経験.日本小児看護学会誌.１８

（1）：105-111,2009（査読あり） 

(2)宮崎綾子,田中裕子,牧野里美,蝦名美智

子：耳鼻科受診する５歳児へのプレパレィシ

ョン~キワニスドールとアンパンチ遊びを用

いて.札幌医科大学保健医療学部紀要.11：

37-42,2008（査読あり） 

(3) 蝦名美智子：Today’s Focus”医療を受
ける子どものためのプレパレーション”.

ク リ ニ カ ル ス タ デ ィ .28 （ 14 ）：

25-31,2007,12(査読なし) 
(4) 渕田零，上村浩太．今野美紀．蝦名美智
子：１型糖尿病の女児へ「キワニスドー

ル」を用い,自己注射が可能となった事例.
外来小児科学会誌.10（1）：22-25,2007（査
読あり） 

 (5)池上寿美,岸本愛子,吉谷京子,犬塚奈美,岡
﨑裕子,蝦名美智子：母親の付添い下で子
どもの採血・点滴を行う試みの報告—母
親・看護師・医師の実施時と 1 年半後の
意 識 —.神 戸 市 看 護 大 学 紀 要 .11 ：
57-65,2007（査読あり） 

 (6)半田浩美,二宮啓子,蝦名美智子,兼清真

由美,萩  岡あかね,川恭子,毛利京子,

松森直美：CT や MRI 検査を受ける幼児後

期の子どもに模型を用いた心理的準備̶

子どものイメージづくりを促進する効果

的な看護介入と看護師の変化.日本小児

看護学会誌 28 号.15（1）：32-39,2006（査

読あり） 

 (7)蝦名美智子：Ｍy オピニオン「親の付き

添いが当たり前の医療処置の勧め」.チャ

イルドヘルス. 治療と診断社.9(7)：

2,2006.7(査読なし) 
(8)Naomi Mastumori, Keiko Ninomiya, 

Michiko Ebina, Noriko Katada. Hitomi 
Katsuda, Yukie Kosako, Shinobu 
Sasaki, Tomomi Matsubayashi, Ayami 
Nakano, Mayumi Tsutsui,  Naoko 
Iimura, Rina Emoto, Atsuko Suzuki, 
Hiromi Narakigino, Sayoko Takahashi, 
Namiko  Kisugi and Makiko Hukuchi 

   :The practical application and 
evaluation of a care model for  
informing and reassuring children who 
are to undergo medical examinations 
and/or procedures (Part 2); Methods of 
relating and practical nursing 
techniques that best bring out the 
potential of children.Japan Journal of 
Nursing Scence. 3(1):51-64, 2006（査読

あり） 
（9）蝦名美智子：わが国のプレパレーションの

状況.小児看護. へるす出版.29（5）：548̶

554, 2006,5(査読なし) 
（10）蝦名美智子：小児看護とプレパレーショ

ンー子どもが安心できる環境づくりに向け

て.子どもケア創刊号：日総研グルー

プ.p50-55,2006,4(査読なし) 
（11）蝦名美智子：Named Doctor になるー子ど

もの頑張りを引き出す工夫.Medical ASAHI.

ｐ62-64,2006,3(査読なし) 
 (12)蝦名美智子,二宮啓子,半田浩美,松森直

美,杉本陽子,前田貴彦,鈴木敦子,赤川晴美,

楢木野裕美，鎌田佳奈美,高橋清子：小児が

手術を受ける際の説明についての 

  報告.神戸市看護大学紀要.9:93-104, 

  2005 （査読あり） 

（13）蝦名美智子：プレパレーションとは,B&C 
“Brain and Spinal Cord”.日本二部脊椎・水頭
症研究振興財団ニュースレター .12

（5）:2-4,2005,12(査読なし) 
 

〔学会発表〕（計 19件） 
(1)下田あい子,亘啓子,伊織光恵, 今野美紀,秦

恵子,蝦名美智子：プレパレーション講義前・

6 か月後の看護師の認識の変化. 日本小児看

護学会第 19 回学術集会,2009.7，札幌市 

(2)吉田雪絵,佐藤洋子,コリー紀代,桃内雅代,

箱崎真木子,照井美樹,岡田洋子, 上村浩太,

秦恵子,今野美紀,蝦名美智子：小児看護学実

習で学生が行ったプレパレーション   

（その１）実施に関する協力状況と困難さに

関する検討．日本小児看護学会第 19 回学術集

会,2009.7，札幌市 

(3)桃内雅代, 箱崎真木子,照井美樹, 吉田雪絵,

コリー紀代,佐藤洋子, 岡田洋子, 上村浩

太,秦恵子,今野美紀,蝦名美智子：小児看護

学実習で学生が行ったプレパレーション

（その 2）実施後の子どもと家族の反応か

らの考察．日本小児看護学会第 19 回学術集

会,2009.7，札幌市 

(4)蝦名美智子：日本小児看護学会第 19 回学術

集会大会長講演：教育と実践を結ぶー子ど

もの力が発揮できる看護ー.札幌コンベン

ションセンター.札幌市.2009,7 

(5)今野美紀, 上村浩太,蝦名美智子, 伊藤紀代, 

佐藤洋子, 箱崎真木子,吉田雪絵,桃内雅代,

照井美樹,岡田洋子,：小児のプレパレーシ

ョンに対する看護学生の認識̶―講義前後,
実習後の変化より―．第 55 回日本小児保健

学会, 2008.9，札幌市 

 (6)蝦名美智子：第 55 回日本小児保健学会,シ

ンポジウム 3 企画・座長：小児保健とプレ

パレィション~子どもの力と共に~.札幌

コンベンションセンター.札幌市.2008,9 
(7)蝦名美智子,今野美紀,上村浩太,伊織光恵,

秦恵子,大屋一博：小児のプレパレーション
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に対する医学生の認識̶授業前,実習後
調査より．第 55 回日本小児保健学会, 

2008.9，札幌市 

(8)松森直美,今野美紀,杉本陽子：欧州の病

院におけるプレパレーションの実践 

「スウェーデンにおける病院研修報告

―病院環境,プレイセラピの実際と小児

看護との連携―」．日本小児看護学会第

18 回学術集会テーマセッション,2008.7，

名古屋市 

 (9)宮地直子,田中純,斉当恵子,佐々木真紀,

原田綾花,瀬戸美和,小林由佳,上村浩太,

今野美紀,蝦名美智子：親付き添い下の

採血・点滴の実践報告―学習会後の看護

師の変貌―．第 2回北海道成育看護研究

会,2007.9,旭川市 

(10)今野美紀,干場麻央,横堀美樹,蝦名美智

子,上村浩太：小児病棟で着用する医

師・看護師のユニフォームに関する医療

者の意見第 2 回北海道成育看護研究

会,2007.9,旭川市 

(11)蝦名美智子：第 43 回日本循環器学会看
護セッション教育講演,明日からできる
プレパレーション，京王プラザホテル.東
京都.2007,7  

(12)蝦名美智子：大阪小児科学会定例会教育
講演：子どもを擁護することを再考する

ーできることからプレパレーションをー. 
大阪大学医学部.大阪市.2007,6 

(13)蝦名美智子：平成 19 年度北海道小児保

健研究会特別講演：小児のプレパレーシ

ョンの実際. 北海道大学学術交流会館.
札幌市. 2007,5 

(14)秦恵子,蝦名美智子,今野美紀,上村浩太,

伊織光恵,伊藤紀代,佐藤洋子,大屋一

博：小児のプレパレーションに対する認

識―医学生と看護学生の比較．北海道小

児保健研究会平成 20 年度総会,2007.5,

札幌市 

(15)蝦名美智子：平成 18年度第 24回看護研
究発表会北海道地方会教育講演．臨床

における質的研究の実際ー小児病棟の

調査を通してー. ホテル札幌サンプラ
ザ，札幌市.2007,2 

(16)蝦名美智子：第 30 回国際キワニスクラ

ブ日本地区年次総会札幌大会特別講演,

キワニスドールの活用の現場から, 札幌

市.2006,9 

(17)蝦名美智子：第 16 回日本看護研究会北

海道地方会教育講演，臨床における質的

研究の進め方̶プレパレーションの実際

を通して-.天使大学.札幌市.2006,6 

(18)蝦名美智子：第 15 回日本外来小児科学

会年次集会教育講演,子どもが安心でき

る医療̶プレパレーションの勧めー.大

阪.2005,8 

(19)蝦名美智子：キワニスクラブ定例会特別

講演,キワニスドールとプレパレーション.

札幌.2005,7 

  

〔図書〕（計 6件）          
（１） 蝦名美智子：小児へのプレパレーション,小野
正子,草場ヒフミ編.根拠がわかる小児看護技

術.メジカルフレンド社. 東京.p27-36,2008 

(2)蝦名美智子：子どもに説明する技術-プレパ

レーション,氏家幸子監修,藤原千恵子,山

中久美子,蝦名美智子編集：母子看護学第２

版-母子看護技術Ⅱ-小児看護技術.廣川書

店.東京.p88-95,2007 

(3)蝦名美智子：子どもの権利と意思決定,氏家

幸子監修,小松美穂子,山中久美子編集：母

子看護学第２版-母子看護学原論. 廣川書
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